
小・中学校国語研究部 

 

Ⅰ 研究主題 

聴き合い・学び合い・深め合い 

    ―物語文を中心とした「読むこと」における指導の工夫― 

 

Ⅱ 主題設定の理由  

現行の学習指導要領では、「生きる力の育成を目指し、基礎的・基本的な知識及び技能

を習得させ、これらを活用して課題を解決するために必要な思考力・判断力・表現力等

をはぐくむとともに、主体的に学習に取組む態度を養うため、言語活動を充実すること」

としている。特に国語科においては言語活動の根幹を成す教科であるため、例えば「単

元を貫く言語活動」等、従来の授業展開から、さらに発展した新たな指導法の工夫が求

められている。 

本研究部では、研究員の基本テーマにある「主体的に学習に取組む」ためにはどうす

ればよいかについて話し合った。日々の国語科の授業実践において、教師が主体的に学

習に取組むことができていないと感じる児童生徒の課題について以下の点が挙げられた。 

・物語文を扱う学習において、主題や登場人物の気持ちを深く読み取ることが苦手であ

る。 

・正解が明確な発問については自信をもてるが、自分の意見や考えを発表することにつ

いて抵抗を感じている児童生徒が多い。 

・答えを間違うことのおそれから、進んで自分の意見を言うことができない。 

以上の点を解決するために、本研究部が考えた仮説は以下の通りである。 

 問題解決型学習において、問題解決のための「聴き合い」の方法を適切に指導すれば、

児童生徒同士による「聴き合い」を通した「学び合い」が行われ、読み取りの「深め合い」

が起こり、児童生徒が主体的に学習に取組むことができるであろう。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

※「聴き合い」「学び合い」「深め合い」のモデル図  

授業の中で「聴き合い」を取り入れることにより、児童生徒同士の「学び合い」が必

然的に生まれる。「課題の解決方法が分からなければ、隣の子に聴いてみよう」という関

係性が生まれるため、「学び合い」に繋げることができる。さらに、児童生徒一人一人が

自分の意見や考えをもつことができるようになれば、授業もより活性化され「深め合い」

〇本研究部では聴き合い、学び合いを以下のように 
定義した。 
 

聴き合い…隣同士や小グループ等の少人数のスタイ
ルで、互いの考えを聴き合いながら、課
題に対して児童生徒自身で解決していこ
うとする活動。 

学び合い…児童生徒が授業の中で自分の考えをも
ち、それを発表したり友達の考えを聞い
たりしながら、考えを深めたり広げたり
することのできる活動。 

     「学び合い」の中で出た意見や考えを、
さらに異なった視点や論点で考えること
で深め合い、新たな価値に気付き、より
質の高い学びに発展することができる。 
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に繋げていくこともできる。結果として、前述の児童生徒への課題点も解決できるであ

ろうと考え、本研究主題を設定した。 

また、主体的な「聴き合い」を目指すためには、児童生徒が「考えたい」、「考えなく

てはならない」と思えるような、魅力ある言語活動を設定する必要があるとも考える。 

 

Ⅲ 研究の内容       

１ 研究の方向性 

主題設定の理由で述べたとおり、本研究部では主体的に学習に取組む児童生徒を育成

するためには、「聴き合い」が大切であり、「学び合い」「深め合い」にも繋げていくこと

ができるという仮説を立てた。この仮説では、「読む」活動において、いかに「聴き合い」

を効果的に学習計画に取り入れていくかが重要になってくる。そのために、本研究部で

は研究の方向性を次のように考えた。 

（１） 「聴き合い」「学び合い」「深め合い」を効果的に取り入れるための問題解決型学

習における単元計画の作成 

     教師主体による一斉指導型の授業展開であると、児童生徒主体の「聴き合い」「学

び合い」「深め合い」を取り入れることが困難になるため、問題解決型学習の単元計

画を作成し、児童生徒主体での授業を行う。 

（２） 児童生徒の学習意欲を喚起するための、適切な単元を貫く言語活動の設定  

     （１）の問題解決型学習を取り入れるためには、児童生徒主体の学びが必要にな

る。そのために適切な単元を貫く言語活動を設定することで、1 時間ごとのめあて

も明確になり、問題解決型学習に特化した指導計画が作成できると考える。  

（３） 「聴き合い」「学び合い」「深め合い」を効果的に行うための指導法の工夫 

     「聴き合い」「学び合い」「深め合い」の進め方を児童生徒に指導していく必要が

ある。そのためには、「聴き合い」の約束などを作ることにより、初めて「聴き合い」

を行う児童生徒に対しても、スムーズに活動が行われるように配慮していく。 

≪本研究における基本的な指導計画≫ 

第一次 

〇単元を貫く言語活動の提示 

（例：紹介したい物語文のリーフレットを作ろう） 

・言語活動の見通しをもつ 
並
行
読
書 

第二次 

〇言語活動を行うための教材文の読み取り 

（例・あらすじ 

・登場人物の心情描写 

・心に残った場面など） 

第三次 
〇学習したことをもとに活用する 

（例：紹介したい本のリーフレットの作成、発表、紹介） 

 

 

２ 研究の経緯 

 本研究では、まず９月に先行授業を行い、その反省をもとに、１０月、１１月と授業 

実践を行った。また、児童の変容を捉えるために事前、事後のアンケートを取り、それ 

を検証した。また、１月以降、２度の授業実践を計画している。 

 

「聴き合い」「学び合い」

「深め合い」を取り入れ

た問題解決型学習 



Ⅳ 実践例 

１ 小学校第４学年の事例  （教材名「ごんぎつね」） 

（１） 研究主題との関わり 

① 「聴き合い」「学び合い」「深め合い」を効果的に学習計画に取り入れるための問

題解決型学習における単元計画の作成 

本単元では、以下のような問題解決型学習の流れを設定しておくことで、児童が

スムーズに学習に取組めるのではないかと考えた。 
 

≪問題解決型学習の流れ≫ 

 

  

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 児童生徒の学習意欲を喚起するための、適切な単元を貫く言語活動の設定 

本単元では、学習指導要領「Ｃ 読むこと」における指導事項「ウ」「オ」、言語

活動例「ア」「エ」「オ」を受けて、次のような言語活動を設定した。 

   「紹介したい本のリーフレットを作ろう」 

初めに、「ごんぎつね」の物語の読み取りを行い、リーフレットを作成する。その

後、自分の読んでいる本の中から、紹介したい本を選び、リーフレットを作成する

という活動である。リーフレットに書く内容としては、あらすじ、人物紹介、好き

な場面、物語紹介、感想などが挙げられるが、主体的に児童に取り組ませるため、

書く内容を児童と教師が一緒に考えていくことが重要になってくる。リーフレット

に書く内容が決まったら、それをもとに、読み取りの学習計画を作成していく。こ

のような手順を踏むことで、児童が「学習したい」という意欲をもつことができる。 

③ 「聴き合い」「学び合い」「深め合い」を効果的に行うための指導法の工夫  

児童自身が主体的に問題解決をできるように、１時間の展開の中に、「聴き合い」

の時間を設け、その時間は自由に隣や前後の児童同士がお互いの考えを聴き合うこ

とできるようにする。また、その後は小グループを編成し、考えた意見を交流する

ことで「学び合い」活動を行い、最後に全体で発表し「深め合い」ができるように

授業展開を考えた。 

 

（２） 本時の学習指導  

① 目標  
登場人物の気持ちを読み取り、学習課題を解決することができる。 

 ② 評価規準 
会話や心情表現、行動から人物の性格や気持ちを読み取っている。  

１ 課題をワークシートに書く 

２ 課題解決のための予想を立てる 

３ 範囲を音読 

４ 解決の見通しをもつ  

  
・登場人物の視点・人物の関連づけ 
・情景描写 ・前場面までの関係づけ 

５ 一人読み（一人学び）       

６ グループ読み（グループ学び） 

７ 全体読み（全体学び） 

８ まとめ（課題の答え） 

９ 本時の感想を書く 

「聴き合い」「学び合い」「深め合い」  



③ 展開 

 

（３） 成果と課題 

① 成果 

・ 問題解決の場面で、「聴き合い」の活動を取り入れたことにより、読み取りの苦

手な児童でもお互いに聴き合ったり、教科書の叙述に着目したりしようとしてい

るなど、意欲的に学習に取組もうとしている態度が見られようになった。 

② 課題  

・ 「聴き合い」の活動が、「教え合い」の活動になってしまい、答えをただ聞くだ

けの児童が多かった。また、他者への声のかけ方が分からない児童もいた。 

・ 「学び合い」のさせ方、「声のかけ方」を適切に行うことができなかった。ま

た、聴きたくても周りの児童も分からず、どうしてよいか戸惑うグループも見ら

れた。適切な課題設定も重要である。 

学習活動 学習内容 指導と評価の創意工夫 

１ 前時の学習を想起する。 
 
２ 本時の学習課題をつかむ。 
 
３ 学習の流れを確認する。 
 
４ 解決の見通しをもつ。 
 
 
 
 
 
 
 

５ 範囲を音読し、個々に問

題解決型学習に取組む。 

（聴き合い） 

 

 

 

 

 

 

 

 
６ グループごとに話し合い
意見をまとめる。（学び合い） 

 
                       
７ 全体で意見をまとめる。 
 
 
８ 本時のまとめを書く。 
９ 次時の予告を聞く。 

 

 

 

〇解決の見通しの持ち方 

・登場人物の視点 
・人物の関連付け 
・前場面までの関係付け 
 

〇音読の仕方 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇意見のまとめ方 

 

〇まとめの書き方 

・前場面までの「ごん」の気持ちを想起させる。 
 
 
 
 
 
 

 

・自分の聞こえる声の大きさで、自分にあった
速さで読ませるとともに、「ごん」の気持ちを
考えながら読むように助言する。  

・兵十、「ごん」の視点や、両者の関係、前場面
までの「ごん」の兵十に対する行動から考え
ていくようにする。  

・初めの 6 分間程度は、自力解決させ、その後、
「聴き合い」を取り入れていくようにする。  

・「聴き合い」では答えを教えるのではなく、ア
ドバイスや説明をするよう留意する。 

  
評価場面  
〈具体の評価規準〉エの② 
〈評価方法〉ワークシートの記述 

 ・「ごん」の気持ちが読み取れていない児童に
は、前場面までの「ごん」の気持ちを想起
させ、その後「ぐったりと目をつぶったま
まうなずきました。」という叙述に着目さ
せ、「ごん」の気持ちを考えさせる。 

 
 ・「めあて」が十分に達成されている児童には、

読み取れたことを称賛し、まとめを５０字
以内で収まるようにし、内容の見直しと表
記の仕方を工夫させる。 

 
・友達の意見から、自分の考えと同じところや
違うところを比較して聞けるようにする。  

・異なった複数の意見が出た場合は、根拠とな
る叙述が示されていれば、両方の意見をグル
ープの意見として認めていくようにする。 

・気がついていない叙述があった場合は、ワー
クシートに書くように声かけをする。 

 
・まとめに必要なキーワードや叙述を提示する。 

兵十に打たれた時、「ごん」はどんな気持ちだったでしょうか。 

〇「聴き合い」の仕方 
・自力解決が難しい場合、近くの子にアドバイス 
やヒントをもらいに行く。 

・解決している児童が教えるのではなく、解決で
きていない児童が聴きに行く。 

・聴かれた児童は、一緒に考え、アドバイスをし
てあげなければならない。 

〇「学び合い」の仕方 
・小グループの作成 
・初めに、一人ずつ考えを述べる。 
・次に、出た意見や考えの中から、意見を組み合
わせたり、新たな考えを付け加えたりしながら、
話し合いを深めていく。 

「教え合い」にならないた
めに、他者への声掛けの仕方
を注意する必要がある。 



２ 小学校第６学年の事例  （教材名「やまなし」） 

（１） 研究主題との関わり 

① 「聴き合い」「学び合い」「深め合い」を効果的に学習計画に取り入れるための問

題解決型学習における単元計画の作成 

≪問題解決型学習の流れ≫ 

 

 

 

 

 

 

 

② 児童生徒の学習意欲を喚起するための、適切な単元を貫く言語活動の設定 

本単元では、学習指導要領「Ｃ 読むこと」における指導事項「イ」「エ」、言語

活動例「エ」を受けて、次のような言語活動を設定した。 

「宮沢賢治の作品を推薦するフリップボードを作ろう」 

これは、宮沢賢治の多くの作品の中からお気に入りの作品を選び、読んだことの

ない人にその作品の魅力を伝えるためのフリップボードを作成するというものであ

る。 

③ 「聴き合い」「学び合い」「深め合い」を効果的に行うための指導法の工夫 

小学校４年で行った提案授業では、進行方法が分からないために学び合いが進ま    

    ないグループがあった。そこで、本実践では以下の点を重点に指導していこうと考

えた。 

・ 「学び合い」で使われる聴き方のフレーズを掲示する。 

・ 十分に自分の意見をまとめる時間を作り、「学び合い」に繋げていく。 

 

（２） 本時の学習指導（第６／11 時） 

① 目標  

五月の場面と十二月の場面を比べ、その違いについて読み取ることができる。 

② 評価規準 

・ 登場人物の相互関係や心情、場面についての優れた叙述に着目し、その作品を

推薦するために、自分の考えを（的確に）まとめている。 

・ 考えを交流し、自分と他の児童の感じ方や考え方との共通点や相違点を明らか

にして（自分の考えを広げたり深めたりして）いる。 

③ 展開 

第１次 第２次 第３次 
・宮沢賢治作品のブックト
ークを聞く。 

・教師作成の本のフリップ
ボードによる作品の推薦
を聞く。 

・単元の見通しをもつ。 

・「イーハトーヴの夢」を
読み、宮沢賢治のものの
見方や考え方を学ぶ。 

・「やまなし」を読み、五月と十二月の違
い、情景や作者の思い等を考えること
によって、作品の読み方を学ぶ。 

・読み方を活用しながら、
作者の他の作品につい
てのフリップボードを
作成する。 

・ 「やまなし」のフリップボードを作成する。 

学習活動 学習内容 指導と評価の創意工夫 

１ 本時の学習課題をつ
かむ。 

 
 
２ 五月と十二月の場面

を比べる。 
 
 
 

○本時の学習の進
め方 

 
 
○２つの場面を比
べること 

 
 
 

・前時の学習を振り返らせ、本時の学習の見通しをつかめるよう
にする。 

 
 
・五月と十二月の学習で使用したプリントを使い、対比させる。
対比する観点（以下参照）を明らかにしたうえで、考えさせる。 

 
 
 

五月と十二月を比べて、考えたことを交流しよう 

 

＜対比の観点＞ 
・時 ・色 ・かにの様子、会話・水の中の様子  
・水に飛び込んできたもの、その様子 
・飛び込んできたものがもたらしたもの 

単元を貫く言語活動を意識しながら、自分の表現したい思いを膨らませる 

「聴き合い」「学び合い」「深め合い」  

対比の活動を減らし、「聴き合い」
の時間を長くすればよかった。 



（３） 成果と課題 

① 成果  

・ 「学び合い」の進め方を提示した結果、児童 

がどのように他者と「聴き合い」を行えばよい 

のかが理解でき、積極的な「学び合い」に繋げ 

ることができた。結果として、様々な考えが交 

流され、より主体的な学びへと発展することが 

できた。 

② 課題  

・ 「聴き合う」ことで、自分の考えをもち、互いの意見と共有することはできて

いたが、自分の考えで満足してしまい、そこから、さらに考えを「深め合う」と

ころまでに至らなかった。他者の意見から自分の考えを発展させるための具体的

な手立てを講じ、支援していかなければならない。 

 

３ 五月と十二月の場面
をそれぞれ、一言で表
す。 

 
４ 考えを交流させる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５ 自分のフリップボー
ドの「五月と十二月を比
べて」の項目を書く。 

 
 
 
 
６ 学習を振り返る。 

○場面を一言で表
すこと 

 
 
○交流の仕方 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○場面を対比して、
読み取ること 

○自分との共通点
や相違点 

 
 
 
○自分の考えの広
がりと深まり 

・一人一人に考えさせた後、全体で確認する。その際、考えてい
なかった考えは書き加えるよう助言する。 

・それぞれどのような世界なのか、また、そのように考えた理由
も書くように指示する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・他者との交流を経て、五月と十二月の場面を表す一言を決めさ
せ、それを項目に書くように指示する。 

・決めた理由や題名にこめた思い、作者の思いまで書けている児
童は積極的に称賛する。 

 
・自分の学びの振り返りのほかに、他者との交流の振り返りも書
かせるようにする。 

評価場面２ 

〈学習活動に即した評価規準〉エの③  

〈評価方法〉ワークシートの記述内容の考察、発表の様子や態

度の観察 

〈手立て〉 

・十分に書けている児童には、自分の考えの広がり、深まりに

ついても書くよう助言する。 

・なかなか書けない児童には、印象に残っている他の児童の考

えを思い起こさせ、それについて書くよう助言する。 

 

 

〇予想される児童の反応 

A：どうして十二月は「明るい世界」にしたの？

夜の話だよ。 

B：たしかに十二月は夜の話だけど、月明かりが

あるし、兄弟が遊んでいる場面や、やまなし

の香りの場面を読むと、安心を感じられて明

るい世界だと思ったんだ。 

  なんで A は十二月が「楽しい世界」にした

の？ 

以下続いていく。 

 

 

「学び合い」が進まないグループへの支援 

・考えを発表する際は、考えを書いたワークシート
を見せながら発表させることで、分かりやすく伝
えられるようにする。 

・考えを聞く際は、自分と他の児童との感じ方や考
え方を比べて、共通点や相違点を明らかにしなが
ら聞くように助言する。 

・誰のどのような意見が印象に残っているか、それ
によって、自分の考えがどうなったのかを意識し
て交流するようにさせる。 

・誰のどのような意見が印象に残っているか、それ
と自分の考えとの共通点や相違点について書く
ように指示する。 

 ・フレーズの掲示を参考にして、自分とは違う意見
の児童に理由を聞くよう促す。 

 

〇「学び合い」の進め方 

・自分と違う 

・似ているけど言葉が違う 

・どうしてそう思うのか 

以下のフレーズを使って聴き合い、自
分の考えを深める。 

・どう考えても、どういうことか 

分からないんだけど・・・ 

・この考え方っておかしい？ 

・どうしてこうなるの？ 

・ここをどう考えたの？ 

・もう少しくわしく教えて 

 



３ 小学校第３学年の事例  （教材名「ちいちゃんのかげおくり」） 

（１） 研究主題との関わり 

 ①  「聴き合い」「学び合い」「深め合い」が効果的に学習計画に取り入れるための 

    問題解決型学習における単元計画の作成 

≪問題解決型学習の流れ≫ 

１ 本時の見通しをもつ 

２ 範囲を音読 

３ 心がずきんと響いた理由を考える  

４ 考えた理由の発表 

５ 学習の振り返り 

 

② 児童生徒の学習意欲を喚起するための単元を貫く言語活動の設定 

本単元では「Ｃ 読むこと」における指導事項「ウ」「オ」、言語活動例「エ」を

受けて、本単元では次のような言語活動を設定した。 

 心がずきんとひびいた「ずきんブック」を作ろう 

戦争と平和について書かれた物語を読み、「ずきんブック」を書いて感想を交流す

る活動である。本単元では、教科書教材で獲得した読みの力を、自分が選んだ戦争

に関する本「マイブック」（例：「かわいそうなぞう」「えんぴつびな」等）で活用す

るＡＢワンセット方式で学習を進めていく。そのため、教科書教材の学習で行った

評価をすぐ「マイブック」の学習場面で生かすことができるようにする。 

≪Ａ、Ｂワンセット方式における学習課題≫（Ａ…教科書課題 Ｂ…マイブック課題） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 「聴き合い」「学び合い」「深め合い」を効果的に行うための指導法の工夫  

小学校６年の実践でも行っていたように、学習計画表と「学び合い」の進め方を

掲示し、どの児童も毎時間の見通しを持って授業に臨み、「聴き合い」の仕方が分

かるよう配慮した。また、付箋を用意してずきんとした叙述の隣りに理由を書いて

貼れるようにすることで、自分の考えを整理でき、他の児童も聴きやすくなると考

えた。 

 

（２） 本時の学習指導   

① 目標  

「ずきんブック」を作るために「ちいちゃんのかげおくり」を読み、ずきんと響

いた理由を自分なりにまとめることができる。 

第一次  第二次  第三次  

・関連図書紹介 
 
・「ずきんブッ
ク」で紹介す
るという課
題の設定  

 
・「マイブック」
の選定 
  

・教科書教材で想像した情景を色で表す。 
・教科書教材でずきんと心に響く叙述を見つける。 
・ずきんと心に響く理由を書く。 
※紹介したい自分の考えを交流しながら明らかにしていく。 

・戦争と平和 
の物語を読
んだ感想を
書く。 
 

・「ずきんブ
ック」を完
成させる。 
 

・「ずきんブッ
ク」で自分の
心に響いた
部分や戦争
と平和につ
いて感じた
ことや考え
たことを紹
介する。 
  

 
 
・「マイブック」で想像した情景を色で表す。 
・「マイブック」でずきんと心に響く叙述を見つける。 
・ずきんと心に響く理由を書く。 
※教科書教材の読みを「マイブック」に生かし、紹介の準備を進める。 

「聴き合い」「学び合い」「深め合い」  



② 評価規準  

「ずきんブック」を作るため「ちいちゃんのかげおくり」の叙述から、場面の移

り変わりや人物の気持ちの変化を想像して読み、自分の心がずきんと響く理由を自

分なりの言葉でまとめている。 

③ 展開 

学習活動 学習内容 指導と評価の創意工夫 

１ 単元のゴールを確認
し、本時の見通しをも
つ。 

 
 
２ 本文を音読する。 
  （3 分間自分が引用す

ると決めた場面を音
読する。） 

 
３ 付箋に心にずきんと

響いた理由を書く。 
 
４ 「ずきんブック」を作る

ために心がずきんと響
いた理由を聴き合う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５ 「ずきんブック」に心

がずきんと響いた理
由を書く。 

 

６ 理由を発表する。 
 
 
 
７ 学習を振り返り、次時

のめあてを確認する。 

・本時の課題の確
認 
 
 
 
・音読の仕方 
 
 
 
 
・付箋の書き方 
 
 
・「学び合い」の仕
方 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ワークシートの
書き方 

 
 
・発表の仕方 
・自分との共通点
や相違点 

・まとめの仕方 

○交流の必要感をもてるように、「理由がまだ
はっきりしていない」といった各自のもつ読
みの課題を確かめる。 

 
 
○登場人物の気持ちに寄り添い音読できるよ
うにする。 

○各自付箋を用意し、線を引いた場所に貼れる
ようにし、自分の考えをまとめられるように
する。 

○考えの共通点や相違点に気付けるように他
者の考えを聴き合えるようにする。 

○思考を深められるようにするため、整理した
り焦点化したりする発問をする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○具体的な書き方を例示することで、理由を考
えられるようにする。 

 
○学び合いのよさを感じられるように、他者と
の交流の振り返りもできるようにする。 

 

（３） 成果と課題 

① 成果 

・ 「聴き合い」の時間を設け、他の児童に気軽に 

意見を求めることで、自力解決が難しい児童にと 

っては、その考えが基となり理由を考えるきっか 

けとなり意欲向上につながった。  

② 課題 

・ 前事例でも課題となった自分の考えを「深め合う」ところまでは至らなかった。 

その時々のアドバイスの仕方を児童に分かりやすく示し、「聴き合い」の時間をよ

り多く確保して定着を図り、「深め合い」に繋げていきたい。 

・ 「聴き合い」をさらに深めるための適切な課題設定を設けることが必要である。 

ちいちゃんのかげおくりを読んで心がずきんとひびいた理由を書こう。 

〇「聴き合い」の仕方 
・３人で聴き合う。 
・この考え方を聞いて○○さんはどう思う？ 

・どうしてそう思ったの？くわしく教えて。 

・ここをどう考えたの？ 

・ここはにているね。 

・その理由いいね。その気持ち分かるな。 

評価場面 

〈具体の評価規準〉 エの② 

〈評価方法〉発表の様子や態度の観察 

ずきんブック(ワークシート)の記述内容 

〈手立て〉 

・理由を書けている児童には、付け足しや文章の見直

しをするよう助言をする。 

・なかなか書けない児童には線を引いた部分のどの言

葉に一番ずきんときたのかを聞き、その発言を書く

ように促す。 

「聴き合い」の方法が完全には定着
していなかったため、振り返りを行
う時間がなくなってしまった。 



Ⅴ 実践のまとめと考察 

１   

 

グループを作って学び合う活動を多く取り入れることで、自分の考えがより深まって

いく。授業の中では自力解決の場面で取り入れることができる。以下の点は取り入れる

場合のポイントである。 

（１） 学び合いにより気付かせたい事項を明確にし、十分な知識を与える。 

ただ「聴き合いなさい」では何も身に付かない。考えが思い浮かぶような知識を

しっかり身に付けさせておく。そこから出てきた自分の考えを他者に説明すること

でより深い考えにつながっていく。 

（２） 自力解決の場の工夫 

自力解決の場面からグループにする工夫もある。自力解決の場面から周りの児童

と交流できるようにしておくと、その流れで学び合いが始まっていく。どの場面で

取り入れるかは、教師の判断に委ねることになるが、何を指導するのか明確にして

おく必要がある。 

 

２ 児童生徒の学習意欲を喚起するための、適切な単元を貫く言語活動の設定 

言語活動は国語の能力を育成するために指導事項を指導する際の手段である。そのた 

めに、学習指導要領においては、目標が能力・態度で構成されており、内容の（１）が

指導事項、（２）が言語活動例となっている。 

言語活動が目的化してしまうと、いわゆる「活動あって学びなし」の状態に陥ってし 

まい、読むことの内容を、児童に明確に身に付けさせることができない。「手段」として

の言語活動をどのように設定するかが重要となる。 

本研究では適切な単元を貫く言語活動を設定するために、指導事項を研究部で検討し、 

実践に繋げていった。指導事項をふまえた言語活動を設定したことで、適切な言語活動

を指導に生かすことができた。 

  

３ 「聴き合い」「学び合い」「深め合い」を効果的に行うための指導法の工夫             

（１） 掲示の工夫 

先行授業では「聴き合い」の流れの掲示を用意した。見通しを持つことにより児 

    童も積極的に「聴き合い」に参加できる。２回目の授業では流れの掲示以外に、「聴

く」と「聞く」の違い、聴き合う時のフレーズを掲示した。これらの成果として、

児童生徒一人一人がどのように聴き合ったらいいのかが理解でき、最初の一言を発

する事が容易となった。３回目の授業では今までのことをふまえて授業を行った。

「学び合い」の掲示を用意することで理解しながら「聴き合い」を進めることがで

きた。また、いつでも流れを確認できることで、「学び合い」はどの教科でも取り組

めるようになった。 

（２）グループの工夫 

グループを意図的に組み、一人は理解できてリードできる児童を配置した。一人

が授業の内容を理解し、だんだんとその考えがグループに波及していく。最終的に

はそのような工夫はなくても「学び合い」は成立していくが、導入期ではこのよう

な工夫をすることで成功体験を積ませることができることが分かった。 

「聴き合い」「学び合い」「深め合い」活動が効果的に学習計画に取り入れていけ 

るための問題解決型学習における単元計画の作成 



４ 児童の変容 

≪国語科に対しての児童の意識調査≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校第６学年 

７月 

１２月 

７月 

１２月 

 

７月 

１ ２

小学校第３学年 

７月と１２月に国語科における２種類

のアンケートを実施した。７月の段階で

は、グループ学習と物語文を読むことに

おいて「好き」という回答が多かった。

国語は何が成長したかわかりやすいか、

という質問には、「どちらかというとそう

思わない」「そう思わない」という回答が

多くみられた。もう一つのグループ学習

についてのアンケートでは、グループ学

習における必要性において「どちらかと

いうと必要ない」「必要ない」と回答する

児童も多くみられた。理由としては、グ

ループ学習は他者と一緒に考えることが

できるし、課題が解決出来れば好きな話

ができるイメージがあるので「好き」と

いう回答が増えたのではないかと考え

た。しかし、質問に回答していくにつれ、

グループ学習が「好き」と回答した児童

の中にグループ学習の必要性に疑問をも

つ児童が現れた。 

 研究員の研究を進めていく中で、１２

月に再び同一のアンケートを実施した。

その結果、どちらのアンケートでも、「そ

う思う」「どちらかといえばそう思う」が

増えた。特に「国語は何が成長したか分

かりやすい」という項目で「そう思う」

が６年生４人→１５人、３年生７人→１

５人、反対に「そう思わない」が６年生

１１人→５人、３年生８人→５人に減っ

た。これは、単元を貫く言語活動を設定

したことで課題が明確になり、その課題

を解決し作品作りに生かせたことで、自

分にどのような力が身についたのか実感

できたからではないかと考える。グルー

プ学習においては、「聴き合い」の掲示を

することで流れや聴き方の共通理解が図

れ、十分な学び合いをすることができた。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅵ 研究のまとめと今後の課題 

１ 研究仮説について 

児童生徒同士による、「聴き合い」の活動は３つの実践において効果的に行うことが

でき、意欲の向上が見られた。また、期待された「学び合い」の活動にも発展させるこ

とができた。しかし、仮説にあった、「深め合い」がどの段階で「深め合い」になった

といえるのか、その把握が難しかった。「深め合い」の定義や児童生徒の到達段階につ

いてもっとよく話し合う必要がある。 

 

２ 「聴き合い」「学び合い」「深め合い」による成果 

（１） 読み取りが苦手な児童も、意欲的に取組むことができた。 

 授業に「聴き合い」を取り入れることで、読み取りに苦手意識を感じている児童

でも、意欲的に取組む姿勢が見られた。「分からない」「自信がない」と感じていた

児童も、互いに聴き合えることで、安心して課題に取組んでいた。また、聴き合う

際の約束を作ってあげることで、積極的に聴き合う関係を作ることができた。さら

に、読み取りが得意な児童は、自分の考えをもつだけでなく、理由や根拠を示して

相手に伝えるにはどうしたらよいかと考えたり、教科書の本文を丁寧に読み返した

りするなど、積極的に読み取ろうとする姿が見られた。「聴き合い」という交流の場

をもつことで、読み取りが得意な児童も苦手な児童にも、意欲的に課題に取組む姿

勢をはぐくめた。 

（２） 自己と他者を比べることで、自分の考えを深めることができた。 

  「聴き合い」をすることで、自然と互いに学び合う関係が生まれた。自己と他者

の考えを比較した結果、自分の考えが正しいと思う児童もいれば、他者の考えに賛

同する児童もいた。また、自己と他者の考えを比較することで、新たな価値や考え

に気付くといった場面も見られた。最終的に自分の考えを主張した児童も、「自分の

考えをもつ」→「互いに聴き合い、様々な意見を比較する」→「比較した結果、や

はり自分の考えが正しいと考える」という思考の経路を辿るため、「聴き合い」なが

学び合いの中で自分の分からなかった

部分が分かるようになる体験を多く積ん

だ結果、グループ学習の必要性について

「思わない」に回答した児童が６年生６

人→０人、３年生４人→２人になった。

また、「そう思う」では６年生９人→２５

人、３年生１５人→２０人にまで増加し

た。 

以上のことから、付けたい力を見極め、

「学び合い」を通して指導していくこと

で、主体的な学びに繋げることができた。

また、方法を提示し、見通しを持たせる

ことで、安心して課題に取組める雰囲気

を作ることができた。 

７月 

１２月 



ら学び合う活動により、自分の考えを深めることができた。 

 

３ 問題解決型学習と「学び合い」の関わりと効果 

（１） 児童生徒が主体的に学習に取組むことができた。 

研究員の共通テーマである「言語活動を充実させ、主体的に学習に取組む児童生

徒の育成」に基づき、本研究部では問題解決型学習が有効だろうと考え、単元計画

を作成し実践した。問題に対して児童の多様な考えが予想されるため、児童生徒は

身近な席やグループで積極的に聴き合おうとしていた。また、単元を貫く言語活動

を設定することで、「物語を読み取る必要性」を児童生徒に与えることができ、より

主体的に学習に取組ませることができた。 

（２） 発達段階に応じた様々な物語教材で単元計画を作成することができた。 

  学年が上がるにつれて児童生徒の言語能力は向上する。授業で扱う物語教材も内

容が難しいものになってくる。児童生徒の発達段階と単元の指導事項に合わせて課

題を設定することで、様々な物語教材で単元計画を作成することができた。また教

師は物語文だけではなく、説明的文章や評論などの様々な文章でも単元計画を作る

ことが必要である。どの文章においても適切に課題を設定し、互いに聴き合う活動

を充実させ、より質の高い学びに発展できるよう、単元計画の工夫が求められる。 

 

４ 今後の課題 

 本研究部は、「学び合い」を取り入れた問題解決型学習を行うことで、主体的に学習に

取組む児童生徒の育成を目指して研究を行ってきた。授業の実践において、読み取りが

苦手な児童も意欲的に参加している姿から効果が得られた。また、発達段階に応じて、

教材より課題設定を工夫する必要があることも分かった。教師が児童生徒の考えをつな

ぎ、より質の高い価値に気付かせるなど指導法を高めることで、より「学び合い」の効

果が生まれることが期待される。 

 今後の課題として、今回の取組みにおいては、児童生徒の学力がどれほど向上したの

かどうかが見極められないという点が挙げられる。例えば、テストにおける読解問題で

クラスの平均点が上がったとしても、それが「学び合い」における効果なのかどうかは

判断がつきにくい。そのため、今後は児童生徒の読む力のレディネス調査や、実践にお

ける過程の読む力の変容の記録など、多様な検証方法で児童生徒の能力の変容を比べ、

指導の効果を見極めていく必要がある。 
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